
 

 

 

   

 

 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有 
四半期決算説明会開催の有無    ： 有（機関投資家・アナリスト向け） 

  

 

   

 

 
  

 
  

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 有 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 有 

平成23年３月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕(連結) 
 

平成22年11月９日
 

上 場 会 社 名 ダイキン工業株式会社 上場取引所 東・大

コ ー ド 番 号 6367 ＵＲＬ http://www.daikin.co.jp

代  表  者 (役職名)取締役社長兼ＣＯＯ (氏名)岡野 幸義
問合せ先責任者 
 

(役職名)常務執行役員 
        コーポレートコミュニケーション室長

(氏名)岡野 進 TEL 06(6373)4320

四半期報告書提出予定日 平成22年11月11日 配当支払開始予定日 平成22年12月３日

(百万円未満切捨て)

1. 平成23年３月期第２四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年９月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第２四半期 570,963 14.7 40,408 120.1 38,938 117.2 5,467 △45.9

22年３月期第２四半期 497,904 △25.4 18,358 △72.0 17,924 △71.6 10,115 △74.0

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第２四半期 18.75 18.74

22年３月期第２四半期 34.65 34.65

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第２四半期 1,124,631 495,941 42.8 1,648.41

22年３月期 1,139,655 510,061 43.5 1,701.29

(参考) 自己資本 23年３月期第２四半期 480,782百万円 22年３月期 496,178百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 22年３月期 ― 16. 00 ― 16. 00 32. 00

 23年３月期 ― 18. 00

 23年３月期(予想) ― 18. 00 36. 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,160,000 13.3 78,000 77.1 75,000 71.4 25,000 28.9 85. 72

keirizaimuB
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(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していま

せん。 

  

・業績見通しについては、当社が現時点で入手可能な情報と、合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、実際の業績は見通しと大きく異なることがあります。業績予想の前提となる仮定及び業

績予想のご利用にあたっての注意事項につきましては、四半期決算短信（添付資料）３ページ「1．

当四半期の連結業績等に関する定性的情報 (3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。

4. その他（詳細は、【添付資料】P.５「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期2Q 293,113,973株 22年3月期 293,113,973株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q 1,450,426株 22年3月期 1,465,756株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 291,659,428株 22年3月期2Q 291,901,637株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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※ 当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資料等

については、開催後速やかに当社ホームページで掲載する予定です。 

・平成22年11月10日（水）・・・・・・機関投資家・アナリスト向け決算説明会 

  

  

  

○添付資料の目次
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当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日～９月30日）の世界経済は、高成長を続ける中国・インドなどの

新興国が牽引役となり、全体としては緩やかな回復基調をたどりました。好調な新興国に対して、先進諸国では政

策効果の息切れや緊縮財政により景気は足踏み状態となっており、世界経済は二極化の様相を呈しています。そう

した中、わが国経済は、好調な外需や経済対策の効果により、生産の拡大や民間設備投資の下げ止まりなど一部に

景気持ち直しの動きも見られましたが、円高の昂進やデフレ圧力の高まりなどにより景気の先行きには不透明感が

強まってきています。  

  このような事業環境のもと、当社グループでは、業績の急速な回復をめざして、中国・アジアなど景気の堅調な

地域、需要の回復が見込まれる分野への販売拡大に努めるとともに、トータルコストダウンの一層の推進、環境関

連商品の事業展開にも取り組んでまいりました。  

  当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、連結売上高は、前年同期比14.7％増の5,709億63百万円になり

ました。連結営業利益は、404億8百万円（前年同期比120.1％増）、連結経常利益は389億38百万円（前年同期比

117.2％増）と前年同期を上回りました。一方、特別損失として投資有価証券評価損（234億25百万円）を計上した

こと等の影響により、連結四半期純利益は、54億67百万円（前年同期比45.9％減）となりました。  

  

セグメントごとの業績を示すと、次のとおりです。 

 

① 空調・冷凍機事業 

 国内住宅用空調機器では、ルームエアコンの業界需要が猛暑により大きく前年を上回る中、販売は前年同期を大

幅に上回ることができました。商品別では、猛暑により普及機ゾーンでの販売を大きく伸ばす一方、業界初の「４

方気流」を搭載した『うるるとさらら』は、販売店様・ユーザー様から高い評価をいただきました。  

  国内業務用空調機器では、設備投資が緩やかな回復傾向にある中で、パッケージエアコンの業界需要は猛暑も受

けて前年を上回りました。当社グループもこの需要を取り込み、販売は前年同期を上回りました。中でも５月に発

売した店舗・オフィス用エアコン「スカイエア」シリーズの新商品『Eco－ZEAS80』は、15年前の当社一定速（ノン

インバータ）エアコンに比べCO2排出量・消費電力を最大約80％削減可能な商品であり、環境性・省エネ性を評価い

ただき、販売に大きく寄与しました。  

  海外空調事業では、欧州地域での販売回復に加え、中国・アジア地域での販売が第１四半期に続いて拡大し、売

上高は前年同期を上回りました。  

 欧州地域では、７月に入りイタリア・スペイン等の主要国での気温上昇により住宅用空調機器の販売数量は前年

同期に対し増加しました。業務用空調機器では需要回復が緩やかな中、きめ細かい販売店支援等を継続し、販売数

量は前年同期を上回りました。ヒートポンプ式暖房給湯機では、景気低迷等によりフランスを中心に想定以上に需

要が縮小する中、新商品の投入等により販売数量は前年同期を上回りました。  

 中国では、主力商品である業務用空調機器及び住宅用空調機器の販売が第１四半期に続き好調で、販売は前年同

期を大きく上回りました。また、2009年後半に投入したヒートポンプ式暖房給湯機につきましては、販売店開発や

商品のＰＲ活動を積極的に展開し、事業の本格化を進めています。  

 東南アジア地域では、空調需要が回復する中で販売網の強化に注力したことに加え、ベトナムでは住宅用空調機

器を中心に販売が好調に推移し、前年同期に対し販売を拡大しました。またオセアニア地域でも住宅用空調機器の

販売が好調に推移しました。  

 北米地域では、大型空調（アプライド）市場の環境は依然厳しいものの、昨年米国に開設したアプライド開発セ

ンターで開発した新商品の好調な販売やサービス事業の拡大により、売上高は前年同期を上回りました。またダク

トレス市場では、販売店開発・販促活動の強化等により、販売は前年同期に対し拡大しました。  

  低温・冷凍機器では、前年大幅に落ち込んでいた海上コンテナ冷凍装置の需要が回復し、売上高は前年同期を上

回りました。  

  空調・冷凍機事業全体の売上高は4,988億99百万円、営業利益は362億10百万円となりました。  

 

② 化学事業 

 フッ素樹脂は、半導体・自動車市場向けの需要増を受けて、売上高は国内・中国・アジア地域を中心に前年同期

に比べ大きく増加しました。フッ素ゴムについても、政府の景気対策効果を含む自動車需要の増加により、売上高

は前年同期に比べ大きく増加しました。  

 化成品においても、売上高は国内・中国・欧州を中心に前年同期に比べ大きく増加しました。特に撥水撥油剤

は、中国と欧州で販売を伸ばしました。半導体用エッチング剤については、国内とアジアを中心に販売を伸ばしま

した。ディスプレイ等に用いられる表面防汚コーティング剤は、用途開発が伸展し、売上高は前年同期に比べ増加 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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しました。また、ファインケミカル分野の中間体化合物も、需要の増加により、売上高は前年同期に比べ増加しま

した。  

  フルオロカーボンガスは、中国・アジアで需要が増加したほか、国内の猛暑に伴う需要増も加わり、売上高は前

年同期に比べ増加しました。  

  化学事業全体の売上高は538億29百万円、営業利益は46億42百万円となりました。需要増を取り込んだ販売拡大

と、原料高騰に対応した値上げ・コストダウンの取り組みにより、前年同期の営業損失から大きく利益改善を図り

ました。  

  

③ その他事業  

 産業機械用油圧機器は、中国・新興国市場を中心とした海外需要が好調に推移し、中国・台湾・韓国向けを中心

とした輸出は、前年同期を上回りました。低迷が続いていた国内需要も、工作機械・成形機向けを中心に回復が見

られ、売上高は前年同期を上回りました。建機・車両用油圧機器は、国内主要顧客の海外向け需要増により、売上

高は前年同期を上回りました。  

  特機部門では、防衛省向け砲弾の納入が、第２四半期へ繰上がったことにより、売上高は前年同期を上回りまし

た。 

  電子システム事業では、国内ＩＴ投資全般の緩やかな回復により、売上高は前年同期を上回りました。  

  その他事業全体の売上高は182億34百万円となったものの、損益面では、5億24百万円の営業損失にとどまりまし

た。  

    

（注）第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」等を適用し、セグメント区分を

変更したため、各セグメントの対前年同期との比較数値は記載しておりません。 

  

総資産は、1兆1,246億31百万円となり、前連結会計年度末に比べて150億24百万円減少しました。流動資産は、

現金及び預金の増加等により、前連結会計年度末に比べて184億56百万円増加し、5,755億87百万円となりました。

固定資産は、投資有価証券の時価変動による減少や有形固定資産の減少等により、前連結会計年度末に比べて334億

80百万円減少し、5,490億43百万円となりました。  

  負債は、未払法人税等や支払手形及び買掛金の増加等の一方、コマーシャル・ペーパーや借入金の減少等によ

り、前連結会計年度末に比べて9億5百万円減少し、6,286億89百万円となりました。有利子負債比率は、前連結会計

年度末の35.0％から35.3％となりました。  

  純資産は、四半期純利益の計上による増加の一方、配当金の支払い及び為替換算調整勘定の変動等により、前連

結会計年度末に比べて141億19百万円減少し、4,959億41百万円となりました。  

  当第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローについては、営業活動では、たな卸資産及び売上債権の増加等

により、前年同期に比べて350億98百万円減少し、433億54百万円のキャッシュの増加となりました。投資活動で

は、有形固定資産の取得による支出の減少や預入期間が３か月を超える定期預金の減少等により、前年同期に比べ

て296億74百万円増加し、98億77百万円のキャッシュの減少となりました。財務活動では、前年同期において社債の

発行があったことにより、前年同期に比べて205億94百万円減少し、82億73百万円のキャッシュの減少となりまし

た。この結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間の期末残高は、前連結会計年度末に比べて192億26

百万円増加し、1,785億51百万円となりました。 

  

第２四半期連結累計期間の業績を踏まえ、平成22年５月12日に発表しました業績予想を下記の通り修正いたしま

す。  

  第３四半期以降、ドルでの円高が急激に進行していることに加え、欧米景気の先行き不透明感が強まっているこ

となど厳しい事業環境ではありますが、中国、アジア・オセアニア地域での拡販、グローバル調達での円高効果の

極大化を含めた一層のトータルコストダウンなどを実行することで、計画の達成に向けて取り組んでまいります。 

  なお、第３四半期以降の為替レートについては、1ユーロ110円、1米ドル80円を前提としております。  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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平成23年３月期通期連結業績予想数値の修正 （平成22年４月１日～平成23年３月31日)  

 
  

また、配当金につきましては、4円増配し、中間配当金18円、期末配当金18円の年間36円を予定しております。 

  

業績見通しについては、当社が現時点で入手可能な情報と合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績は見通しと大きく異なることがあります。その要因のうち、主なものは以下の通りです。  

  

・主要市場（日本、欧米、中国含むアジア）での政治・経済状況および製品需給の急激な変動  

・天候不順に伴う空調需要の変動  

・為替相場の大幅な変動(特にユーロ、米ドル相場)  

・重大な品質・生産トラブル  

・保有する有価証券、その他資産の時価の変動   

  

  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円   円 銭

 前回発表予想（Ａ） 1,155,000 73,000 69,000 37,000 126.87

 今回修正予想（Ｂ） 1,160,000 78,000 75,000 25,000 85.72

 増 減 額（Ｂ－Ａ) 5,000 5,000 6,000 △12,000 ―

 増 減 率（  ％  ） 0.4 6.8 8.7 △32.4 ―

 （ご参考)前期実績 
 （平成22年３月期)

1,023,964 44,037 43,768 19,390 66.44
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該当事項はありません。 

  

定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却の額を期間按分して算定する方法

によっております。  

  

当社及び一部の連結子会社は、当連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。ただし、当該見積実効税率を用いて計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率

を使用する方法を採用しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

  

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日

公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月

10日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

 これにより、期首の利益剰余金が158百万円減少しております。また、従来の方法によった場合に比べ、当

第２四半期連結累計期間における経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ157百万円増加しており

ます。 

  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

【簡便な会計処理】

①固定資産の減価償却費の算定方法

【特有の会計処理】

①税金費用の計算方法 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

【会計処理方法の変更】

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

②資産除去債務に関する会計基準の適用
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 178,974 160,038

受取手形及び売掛金 185,803 181,137

商品及び製品 105,534 111,866

仕掛品 43,767 41,860

原材料及び貯蔵品 34,193 31,437

その他 32,268 35,876

貸倒引当金 △4,954 △5,086

流動資産合計 575,587 557,131

固定資産

有形固定資産 219,669 234,650

無形固定資産

のれん 176,381 182,867

その他 8,861 9,436

無形固定資産合計 185,242 192,303

投資その他の資産

投資有価証券 99,386 117,026

その他 45,726 39,582

貸倒引当金 △981 △1,039

投資その他の資産合計 144,131 155,570

固定資産合計 549,043 582,524

資産合計 1,124,631 1,139,655

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 99,743 97,733

短期借入金 70,644 69,730

コマーシャル・ペーパー 14,919 17,000

1年内返済予定の長期借入金 13,152 13,381

未払法人税等 11,177 8,114

製品保証引当金 21,327 22,180

その他 90,849 93,394

流動負債合計 321,814 321,533

固定負債

社債 100,000 100,000

長期借入金 194,753 196,208

退職給付引当金 4,295 4,469

その他 7,825 7,383

固定負債合計 306,874 308,061

負債合計 628,689 629,594
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 85,032 85,032

資本剰余金 82,977 82,977

利益剰余金 376,617 375,952

自己株式 △5,469 △5,528

株主資本合計 539,157 538,433

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,539 △500

繰延ヘッジ損益 △231 161

為替換算調整勘定 △60,683 △41,916

評価・換算差額等合計 △58,375 △42,255

新株予約権 1,293 1,014

少数株主持分 13,866 12,867

純資産合計 495,941 510,061

負債純資産合計 1,124,631 1,139,655
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 497,904 570,963

売上原価 346,746 389,590

売上総利益 151,157 181,372

販売費及び一般管理費 132,798 140,964

営業利益 18,358 40,408

営業外収益

受取利息 890 1,112

受取配当金 998 1,181

その他 3,550 1,800

営業外収益合計 5,438 4,094

営業外費用

支払利息 3,265 3,131

為替差損 － 1,246

その他 2,607 1,185

営業外費用合計 5,873 5,564

経常利益 17,924 38,938

特別利益

投資有価証券売却益 13 0

抱合せ株式消滅差益 － 429

新株予約権戻入益 12 44

その他 1 －

特別利益合計 27 474

特別損失

固定資産処分損 328 187

投資有価証券評価損 135 23,425

その他 0 157

特別損失合計 464 23,771

税金等調整前四半期純利益 17,487 15,642

法人税等 6,388 8,269

少数株主損益調整前四半期純利益 － 7,372

少数株主利益 984 1,905

四半期純利益 10,115 5,467
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 17,487 15,642

減価償却費 19,909 19,481

のれん償却額 5,909 5,916

貸倒引当金の増減額（△は減少） 155 17

受取利息及び受取配当金 △1,888 △2,293

支払利息 3,265 3,131

持分法による投資損益（△は益） 17 △375

有形固定資産処分損益（△は益） 328 187

投資有価証券売却損益（△は益） △13 △0

投資有価証券評価損益（△は益） 135 23,425

売上債権の増減額（△は増加） 14,313 △8,776

たな卸資産の増減額（△は増加） 30,113 △4,424

仕入債務の増減額（△は減少） 508 6,611

退職給付引当金の増減額（△は減少） △268 △127

前払年金費用の増減額（△は増加） 780 433

確定拠出年金移行に伴う未払金の増減額（△は
減少）

△3,369 △3,199

その他 △5,120 △2,541

小計 82,264 53,110

利息及び配当金の受取額 1,900 2,268

利息の支払額 △3,174 △3,336

法人税等の支払額 △2,537 △8,687

営業活動によるキャッシュ・フロー 78,452 43,354

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △17,178 △10,556

有形固定資産の売却による収入 369 527

投資有価証券の取得による支出 △400 △28

投資有価証券の売却による収入 33 5

定期預金の純増減額（△は増加） △20,085 －

事業譲受による支出 △203 －

連結の範囲の変更を伴う子会社出資金の取得に
よる支出

△53 －

その他 △2,034 174

投資活動によるキャッシュ・フロー △39,552 △9,877

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △70,759 △825

長期借入れによる収入 205 393

長期借入金の返済による支出 △8,121 △993

社債の発行による収入 99,520 －

配当金の支払額 △5,545 △4,666

少数株主への配当金の支払額 △2,032 △1,097

その他 △944 △1,082

財務活動によるキャッシュ・フロー 12,321 △8,273

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,459 △5,977

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 52,680 19,225

現金及び現金同等物の期首残高 104,322 159,324

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 0

現金及び現金同等物の四半期末残高 157,003 178,551
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該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

   
(注) １ 事業区分は、製品の種類、製造方法及び販売方法の類似性を勘案して決定しております。 

２ 各事業に含まれている主要な製品の名称 
(1) 空調・冷凍機事業……住宅用空調機器、業務用空調・冷凍機器、舶用空調・冷凍機器、電子システム 
(2) 化学事業………………フルオロカーボンガス、フッ素樹脂、化成品、化工機 
(3) その他事業……………産業機械用油圧機器・装置、建機・車両用油圧機器、集中潤滑機器・装置、砲弾・

誘導弾用弾頭、航空機部品 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

   
(注) １ 国又は地域の区分は、連結会社が所在する地域によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 (1) アジア・オセアニア：タイ、シンガポール、中国、香港、オーストラリア、インド、マレーシア 

 (2) ヨーロッパ：ベルギー、ドイツ、フランス、オランダ、スペイン、イタリア、イギリス、ギリシャ、ポル

トガル、チェコ、スウェーデン 

 (3) アメリカ：米国、アルゼンチン、メキシコ、カナダ 

 (4) その他の地域：南アフリカ、サウジアラビア、アラブ首長国連邦 
  

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

空調・冷 
凍機事業 
(百万円)

化学事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

 売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

451,698 36,559 9,646 497,904 ― 497,904

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

161 1,795 6 1,963 (1,963) ―

計 451,859 38,354 9,653 499,867 (1,963) 497,904

  営業利益又は損失(△) 22,723 △1,873 △2,572 18,278 79 18,358

【所在地別セグメント情報】

国内 
(百万円)

アジア・
オセアニア
(百万円)

ヨーロッパ
(百万円)

アメリカ
(百万円)

その他
の地域 
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は 
全社 

(百万円)

連結
(百万円)

 売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

198,577 118,943 123,894 49,488 6,999 497,904 ― 497,904

 (2) セグメント間 
   の内部売上高 
   又は振替高

34,895 28,727 5,553 2,786 44 72,007 (72,007) ―

計 233,472 147,671 129,448 52,275 7,043 569,911 (72,007) 497,904

 営業利益又は損失(△) △7,482 15,263 12,424 △3,480 291 17,018 1,340 18,358

【海外売上高】

アジア・ 
オセアニア

ヨーロッパ アメリカ その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 125,724 117,856 53,221 11,881 308,683

Ⅱ 連結売上高(百万円) 497,904

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

25.3 23.7 10.7 2.4 62.0
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(注) １ 国又は地域の区分は、主要な販売先の所在する地域によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

 (1) アジア・オセアニア：タイ、シンガポール、中国、香港、台湾、インドネシア、オーストラリア、イン

ド、マレーシア 

 (2) ヨーロッパ：ベルギー、ドイツ、フランス、オランダ、スペイン、イタリア、イギリス、ギリシャ、ポル

トガル、ロシア、スウェーデン 

 (3) アメリカ：米国、アルゼンチン、メキシコ、カナダ 

 (4) その他の地域：中近東地域、アフリカ地域 
  

  

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、製品・サービスの類似性から区分される「空調・冷凍機事業」、「化学事業」の２つを報告セグメントと

しております。 

 「空調・冷凍機事業」は、空調・冷凍機製品の製造（工事施工を含む）、販売をしております。「化学事業」は、

化学製品の製造、販売をしております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 
(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、油機事業、特機事業、電子システ

ム事業を含んでおります。 
２  セグメント利益の調整額79百万円は、セグメント間取引消去であります。 
３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３  報告セグメントの変更等に関する事項 

  当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

４  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日) 

（固定資産に係る重要な減損損失） 
  該当事項はありません。 
  
 （のれんの金額の重要な変動） 
  該当事項はありません。 
  
 （重要な負ののれん発生益） 
  該当事項はありません。 

  

 （追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成21年３月27

日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号  平成20年３月21日)

を適用しております。 

 【セグメント情報】

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連
結損益計 
算書計上 
額(注)３

空調・冷凍機 
事業

化学事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 498,899 53,829 552,728 18,234 570,963
 

― 570,963

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

368 2,595 2,963 145 3,108 △ 3,108 ―

計 499,267 56,424 555,691 18,380 574,071 △ 3,108 570,963

セグメント利益又は 
損失(△)

36,210 4,642 40,853 △ 524 40,329 79 40,408
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該当事項はありません。 

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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